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以下 CT）画像を用いて 3 次元的に評価し、それらの形態の体格による差を検討することである。 
〔方法〕2008 年 4 月から 2016 年 6 月の間に麻布大学附属動物病院あるいはあいち犬猫医療センター
にて胸部 CT 検査を実施した１歳以上の犬のうち、心臓および呼吸器疾患が認められない 226 頭の犬
を本研究に使用した。本研究に組み込まれた犬は、体重ごとに小型犬、中型犬、大型犬の 3 群に分け
た。医療用画像解析アプリケーション OsiriX を用いて CT 画像から相対的な胸郭心臓容積比、気管椎












〔方法〕研究 1 に組み込まれた心拡大を伴わない正常ビーグル犬 5 頭を正常群とし、実験的に作成し
た慢性僧帽弁逆流モデル犬４頭を MR 群として本研究に使用した。医療用画像解析アプリケーション







【第４章】 研究 3  体格差が心内血流動態に及ぼす影響 
〔目的〕近年、心臓超音波検査にて非侵襲的に左室内の血流動態を解析することで心機能を評価する
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いる臨床上健康な成犬を本研究に使用し、体重により小型犬群および中型・大型犬群の２群に分けた。


















































研究２ 左房拡大を伴う僧帽弁逆流モデル犬の CT 画像解析による左房の形態学的評価 
 研究１で解明された小型犬が有する解剖学的な特徴は、慢性房室弁疾患が発現し左房拡大を呈した
時に咳を誘発しやすい特徴となり得ると推測される。一方、左房拡大時の左房の形態変化は通常心エ
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いだしたが、血流動態に影響するのかは不明でありこれまで研究されていない。そこで著者は、非侵襲





















   研究目的に即した研究方法として、犬の胸腔内臓器を立体構造として把握できる CT 画像によ
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６）参考文献 
 犬の体格と心臓および気道形態について、過去の論文を網羅し、これまでの研究で解明されなかっ
たことを洗い出している。研究２の考察においては、獣医臨床で汎用されるのは心臓超音波検査であ
るので、これらの論文を網羅するとより考察に深みを与えたかもしれない。血流可視化技術について
は人医領域の情報が主であるが、結果を考察するにあたり適切な論文を拾い上げ引用されている。 
 
４、審査結果 
 本研究の成果は、犬の体格によって胸腔臓器の解剖学的および生理学的差異が存在することを初めて
示したものである。成獣の体格に大きな差が存在する「犬」という動物種ならではの独創的な発想と研
究成果であり、今後疾患との関連性を検討する上では礎となる成果を上げたことは評価できるもので
ある。以上のことから、本論文は博士（獣医学）の学位の授与にふさわしい業績であると判定した。 
